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序

小杉町は富山県のほぼ中央にあって、南部には標高 117mの高津峰山を主峰と

するなだらかな丘陵地帯が北に向かって8kmほ ど続き、北部には広大な田園地帯

が開け、町の中心を南北に流れる下条川は富山湾へ注ぎます。

南部の射水丘陵は、過去二十数年余りの発掘調査から、越中における古代手工

業 (窯業・製鉄)生産の中心地であり、とりわけ鉄生産に関しては、全国的に見

ても有数の生産拠点であったこと力WJっ てきております。

当地にいち早く伝わった古代の先進的な技術を地元の人々が習得し発展させた、

活気溢れる工人たちの姿や丘陵のいたるところから立ち上る煙のようすが思い描

かれます。

このたびの調査は、北陸自動車道小杉インターチェンジの東側丘陵中の町道付

替え工事に先立ち水蔵場 I遺跡で実施いたしました。

水蔵場 I遺跡に隣接した遺跡では過去に大規模な調査が行われ、古代の製鉄炉

跡や炭焼窯跡のほか関連の工房跡・鋳造遺構・溶解炉などが確認されています。

今回の調査は約200ポ と狭小な範囲での実施でありましたが、検出された炭焼

窯跡周辺の作業スペースと考えられる箇所から当町3例 目となる羽釜と仏具鋳型

の出土が見られ、西に位置する平成元年調査の上野南遺跡群との関連が窺える資

料を得ることができました。

こうした調査成果をまとめた本書が、今後の調査研究をすすめるうえでの参考

となり、郷上の歴史を知る手がかり及び文化財保護の一助になれば幸いです。

終わりに、発掘調査から報告書刊行に至るまで、終始ご理解 。ご協力いただき

ました地元の皆様をはじめ、関係各位に深く感謝申し上げます。

平成 15年 12月

小杉町教育委員会

教育長 稲葉 茂樹



例  言

1.本書は富山県射水郡小杉町上野字瀧谷に所在する水蔵場 I遺跡の発掘調査報告書である。

2.調査は宗教施設整備にかかる町道 315号線付替え工事に先立ち、浄土真宗親鸞会の依頼を受けて小杉町教育委員

会が実施 した。また、現地調査は民間調査機関の株式会社中郡日本鉱業研究所が行つた。

3.現地発掘調査は試掘調査を平成 14年 9月 6日 と10日 に行い、本調査を平成 15年 5月 6日 から30日 までの期間

行い、調査面積は約 200ポである。引き続き出土品整理作業及び報告書作成を平成 15年 6月 1日 から平成 15年

12月 25日 まで行つた。

4.調査事務局は小杉町教育委員会 生涯学習課におき、生涯学習課長 石黒信明が統括 し、調査事務を生涯学習課長補

佐 高橋 登が担当した。

5,現地調査は小杉町教育委員会 主査 原田義範、株式会社中部日本鉱業研究所考古事業部 高野裕二が担当した。

6.本書の執筆は第Ⅱ章を原田義範が、それ以外を高野裕二が担当した。

7.本書の挿図・写真図版の表示は次の通 りである。

(1)方位は全て真北である。

(2)遺構・遺物の標記は次の記号を用いた。

SK:土坑 Si炭焼窯 SX:不 詳遺構 須恵器の断面 :■■

(3)遺構図の縮尺はSK及びSを 1/40、 SXを 1/50と した。

(4)出土遺物実測図の縮尺は土器類 1/3、 その他の遺物は 1/4に統一した。

(5)土層及び土器の色調は、小山正忠・竹原秀雄編者 1967『新ナ振標準土色帖』日本色研究事業株式会社を用いた。

8.本調査の調査参加者は下記のとおりである。 (敬称略・順不同)

現地調査 :黒田忠明、岩瀬正顕、上澤かよ子、福田恵子

整理作業 :加藤由美子、北川泰子、真田恭子、高橋英吏子、橋真理子、渡辺賀世子

金瀬ますみ、吉島正喜、開 一美、堀埜実津子、吉沢泰子

9。 発掘調査から本書の作成に至るまで、下記の諸氏・諸機関のご指導・ご協力をたまわった。記 して深 く謝意を表

したい。 (敬称略・順不同)

富山県教育委員会文化財課、富山県埋蔵文化財センター、金山土地改良区、上野町内会、宗教法人浄土真宗 親種会

戸田建設株式会社、有限会社ワンズブレーン、新宅輝久、酢谷恭子、細川俊之、長谷川正信
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I遺跡の位置と周辺の関連遺跡

水蔵場 I遺跡は富山県射水郡小杉町上野地内に所在する。射水丘陵の中央を開析 しつつ北上する下条川はその支流

によって丘陵地に複雑な谷地形を形成 しており、今回の調査位置は下条川右岸に形成された樹枝状丘陵の縁辺に立地

する。調査区域は町道 315号線沿いの東西約 70m、 幅 15～ 3mの位置で、標高は約 22～ 24mである。周辺の射

水丘陵や射水平野南部には多 くの遺跡が分布 しており、なかでも炭焼きや鉄製錬などに関る生産遺跡が数多 くみられる。

小杉町内で確認されている埋蔵文化財包蔵地のうち約 40%の遺跡が製鉄関連遺跡であり、いずれも射水丘陵あるいは

射水平野南部に集中している。

水蔵場 I遺跡の周辺には、東側に水蔵場D遺跡が近接 し、北東の丘陵には天池C遺跡がある①その谷部奥には水蔵

場H遺跡、切石谷池遺跡が分布する。谷地を挟んだ対岸の丘陵上には上野遺跡や上野南遺跡群があり製鉄炉や炭焼窯

が多数検出されている。さらに周辺の丘陵地には赤坂A遺跡、赤坂B遺跡、赤坂 C遺跡、赤坂D遺跡、上野赤坂遺跡、

石太郎 G遺跡、石太郎H遺跡、石太郎 I遺跡、石太郎 」遺跡の他、箱形製鉄炉が発掘された南太閤山Ⅱ遺跡や石太郎

C遺跡、国指定史跡である小杉丸山遺跡など多数の遺跡が分布 している。いずれの遺跡からも奈良から平安時代にか

けての炭焼窯や製鉄炉など製鉄に関る遺構が多数確認される。

この地域に製鉄関連遺跡が集中する理由としては、丘陵周辺が粘性土の供給地であり、木炭を生産するのに必要な

樹木が多 く得られるという要素があげられる。粘性土は窯や炉を構築するのに必要な原料であり、木炭は鉄製錬の際

に燃料 となる他、窯の防湿材としての役割を担つている。これらが同一箇所でまとまって得られることは鉄生産の重

要な条件といえる。また下条川を下降した場合、当時は現在より広大であつたとされる放生津潟 (現富山新港)ま で

は約 5km程度であり、砂鉄や鉄鉱石など原材料の搬入や製錬後の鉄製品の搬出には丘陵奥部よりも適 していたと考え

られる。射水丘陵周辺はこれら鉄生産と流通にとって重要な要件を揃えた好立地であったといえよう。

η藤 J

2

3

4

5

6

7

(:ヽ |

饉 ;舜

Ⅷ

錦

10

・た

91

0                          1km

ー

水蔵場 I遺跡

水蔵場 H遺跡

水蔵場 D遺跡

水蔵場ABC遺 跡

天池 C遺跡

切石谷池 C遺跡

赤坂A遺跡

赤坂 B遺跡

赤坂 C遺跡

赤坂 D遺跡

上野南遺跡群

上野遺跡

南太閤山 I

小杉流団No 18

ノよヽオ多流団No 32

小杉丸山遺跡

上野赤坂A遺跡

trぺ≫がヽ

J(1‐

;盗鋳逐彰盗誘ち/湖7/鶴4111■ :I!煮愚込ぎ欝蔦醒運錢抵i路鞘くと崇itrtチ、
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Ⅱ調査に至る経緯

1調査に至るまで

周知の埋蔵文化財包蔵地の水蔵場 I遺跡は、昭和 60年の町道 315号線整備に先立つ分布調査により発見されてい

る。この包蔵地を含む約 5,600ポでは、平成 14年 7月 に金山土地改良区から谷部の水田を埋め立て新たな水田を整

備する土地改良総合整備事業の計画が町に提出され、 8月 に遺跡の取 り扱いについて町教委と地元関係者及び町産業

振興課で協議が行われ、同年 9月 以降に試掘調査による遺跡の確認を行い、その結果に基づき今後の調整を図ること

になっていた。

今回の調査原因となった土地改良整備事業地の隣地での町道付替え工事は、宗教施設整備の一環として計画立案され、

平成 15年 2月 に町教委に宗教法人浄土真宗親鸞会からその概要及び遺跡の取 り扱いについての事前協議がなされてい

る。この協議の中で前年 9月 に行つた土地改良整備事業に先立つ試掘調査の結果から付替え予定地で計画どおり施工

する場合は、事前に本発掘調査が必要である旨を伝え、今後の工事と調査工程など調整を図つていくことになった。

町教委では平成 15年 6月 の着工までに調査を完了する対応をとるために民間調査機関に協力を求め、平成 15年 5月

6日 から30日 までで現地調査を終了した。

2関連の調査 (第 2図 図版 1)

1次試掘調査 調査は土地改良総合整備事業に先立ち、平成 14年 9月 6・ 10日 の 2日 間で行つた。発掘面積は

149.5ポである。水田部分に設定 した 1ト レンチでは遺構は検出されなかったが、少量の古代須恵器 。土師器・鉄

津が出土 している。また、町道 315号線沿いの平坦な竹林部分に設定 した 2～ 4ト レンチからは、焼壁土坑 1基、

被熱礫が埋まった土坑 1基、焼壁土と木炭片が混在する溝状遺構 2条、竪型製鉄炉の炉壁が埋まった土坑 1基、柱穴

状土坑 1基が確認されている。遺物は竪型製鉄炉の炉壁と鋳型 1点が出土している。

2次試掘調査 調査は平成 15年 1月 23日 に未伐採であった竹林斜面地の約 780♂を対象に実施 した。発掘面積

は228ぽである。試掘 トレンチは、製鉄関連遺構の立地を考慮すると通常は等高線に平行するように設定する必要が

あるが、対象地が狭小な急傾斜地であったために機械掘削作業の安全を優先 し、等高線に直交するように設定した。

1～ 8ト レンチまでの範囲からは、土坑 1基、土坑状遺構 6基、溝状遺構 1条、箱形製鉄炉の精錬淳の捨場 1箇所が

確認され、古代須恵器と土師器数点及び大量の鉄淳が出土している。

工 事 立 会 立会は平成 15年 5月 1・ 22・ 23日 に、谷部埋め立てに先立つ斜面地の竹及び樹木の伐根工事で

実施 した。調査は2次試掘調査で確認された遺構の位置を伐根後人力で精査 し、検出状況を平板測量により記録し盛

土保存とした。図化面積は240ポで土坑 3基と7m四方に広がる鉄淳の捨場を検出した。

これらの調査から町道 315号線南側の丘陵緩斜面から急傾斜地に至るまでの範囲に、古代の製鉄関連遺構が存在す

ることが想定された。

年度 遺跡名 調査期間 発掘面積 主な時代 遺   構 遺  物

S63 上野南 1988 10 24^ヤ 12,9 1,580♂ 奈良～平安 焼壁土坑 4・ 溝 3・ 小土坑 30 土師器・須恵器

鉄津・鉄製品(鍬先)

Hl 上野南 19894.4～ 1019 9,5251ギ 縄文～平安 住居跡 5・ 掘立柱建物 4・ 須恵器窯 1

炭焼窯 9,工房跡 3・ 鋳造遺構

溶解炉・焼壁土坑 10・ 土坑 68・ 溝 30

縄文土器・鉄津

フイゴの羽口・鋳型

土師器・須恵器

H4 天池C 1992413～1222 15,725r〆 飛′烏～平安 須恵器窯 2・ 製鉄炉 17・ 炭焼窯 19

焼壁土坑 3・ 土坑 82・ 溝 4

掘立柱建物 1

須恵器・土師器

鉄津・フイゴの羽口

炉壁・砥石・木製品

H5 水蔵場G 1993512～ 715 2,300rド 飛鳥～平安 溝 3・ 土坑 8 須恵器・土師器

H5 水蔵場H 1993521～ 916 2,6601ギ 余良～平安 炭焼窯 6・ 溝 1・ 焼壁土坑 3

土坑 4・ 製鉄炉 1

土師器・鉄滓

H12 水蔵場D 2000515～ 26 80rざ 奈良～平安 炭焼窯 1

表 1 近隣の製鉄関連遺跡調査一覧
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Ⅲ遺構

水蔵場 I遺跡で確認された遺構は、八焼窯 (S)1基、土坑 (SK)2基、不詳遺構 (SX)1基が検出された。炭焼

窯と土坑と不詳遺構は近接 して確認されている。

1炭焼窯 (Sl)(第 4図 図版 3 1～ 4)

炭焼窯は調査区南東端付近に位置する。調査区の北側境界に接 しているため遺構の一部は調査区タトヘと伸びており、

確認できたのは窯体全体の約 2/3及び前庭部の一部であった。半地下式の構造で窯体のうち残存するのは焚口から中央

部分に至る約 3.5m程度である。調査区内には奥壁及び煙道は確認されていない。窯体部は標高 226～ 229mの緩

い斜面に位置 し、焚口付近から前庭部底面までは約 lm程下降する。残存する窯体の最大幅は約 80cm、 焚口部分の

幅約 60cm。 窯体床面は焚日付近から中央へ向けてわずかに傾斜 しており、側壁はやや外傾 しつつ立ち上がる。窯体

内の側壁は被熱により硬化 し赤色酸化状態を示 している。焚口付近にある左側面の一部が崩れて側壁の破片が覆土に

混ざつていた。前庭部は南東端と上面の一部が撹乱による削平を受けているが、底面の遺存状態は良好で焚日から前

庭部に至る部分には細いL字状の溝がみられる。残存する前庭部の幅は約 1.5mで、窯体に対する前庭部の位置はほ

ぼ真中にくる。前庭部の底面には直径約 50cmの 穴 2基が確認されている。現況では炭焼窯全体の構造は把握できな

いが、半地下式で窯体や焚口がやや小規模である点や前庭部に2基の穴が確認出来るなどの特徴が、近接する上野赤

坂A遺跡の 4～ 6号窯と類似することから同様の構造を持った炭焼窯であったと推測される。前庭部底面からは土師

器碗の底部小片が検出されており、上野南遺跡の炭焼窯と同様の所属時期であることを考慮すると水蔵場 I遺跡の炭

焼窯は 10～ 11世紀に属すると考えられる。

2土坑 (焼壁土坑 )

SKl(第 5図 図版 3 5。 6)

調査区のほぼ中央部に位置 している円形の土坑で試掘調査時に検出されている。調査区南側境界に接 しているため

調査区内に確認できるのは全体の 1/2程度である。直径約 2m、 深さ約 50cm、 壁面は被熱により硬化 し赤色酸化状

態を示 している。底面はわずかに変色がみられるものの被熱痕の広が りは確認されない。覆土のうち底面に接する下

層部には炭化物層がみられる。覆土内から遺物は検出されていない。

SK2(第 4図  図版 3 3)

調査区南東端付近、炭焼窯の南側に隣接 して検出された。形態は直径約 90cm、 深さ約 30cmの円形で、SKlと

同様に壁面は被熱により硬化 して赤色酸化状態を呈 している。底面に接する覆土に炭化物層がSKlよ りやや厚 く堆

積しており、 7～ 8cm大の木炭も検出されている。土器など所属時期を示す遺物は確認されなかった。

3不詳遺構 (SXl)(第 6図 図版 3 7・ 8)

調査区南東部、炭焼窯の北西側に位置する。調査区南側境界に沿って長さ6.5m、 幅 1.5m、 深さ最大 50cmの窪

みが確認された。遺構の立ち上がりは北側で急であり、南側はゆるくなっている。覆土には炭化物層がみられ炉壁の

破片も多 く含まれるが遺構自体に被熟の痕跡はみられない。覆土内からは土師器や須恵器の小片のほか、鉄津、炉壁

フイゴの羽日、鋳型なども多数出土 しており、本遺跡における出土遺物の大半はこの遺構からの出土である。この窪

みの北側に隣接 して長径 40cm、 短径 30cmの 楕円形の小穴が検出されており、小穴は窪みの壁面へとつながつてい

る。遺構の主体部が調査区外に出ていることもあり性格は不明であるが、粘土採掘坑などの窪みに炉の構築物などを

廃棄した場所ではないかと考えられる。
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ｍげ一］題

④

粘性ややあり。しまりややあり。焼土粒子わずかに含む。

粘性ややあり。しまりややあり。炭化物多く含む。

粘性あり。しまりなし。本炭多く含む。

粘性あり。しまりややあり。炭化物わずかに含む。

粘性ややあり。しまりややあり。明赤褐色土粒子わずかに含む。

粘性ややあり。しまりややあり。炭化物多く含む。明赤掲色土粒子多く含む。

粘性なし。しまりなし。炭化粒子、明赤褐色土粒子多く含む。

o                        2m

b

SK2土層

①明褐色 (7 5YR5/6)  粘性あり。しまりややあり。炭化粒子、焼上をブロック状に多く含む。

②暗赤褐色 15YR5/6) 粘性あり。しまりなし。炭化粒子、焼土粒子多く含む。

③県色 lN3)      粘性あり。しまりややあり。明赤褐色土をプロック状に含む。

④明赤褐色 (25R5/8) 粘性ややあり。しまりあり。

SI土層

①褐灰色 (10YR4/11

①褐色 (7 5YR4/4)

②明黄褐色 (10YR616)

③明赤褐色 (25YR5/8)

④明黄褐色 (10YR6/6)

⑤黒掲色 (lllYR3/2)

⑥褐色 (40YR4/4)

EIは被熱部分

‐ は炭化物層

Sl・ SK2遺 構図 (1:40)第 4図

-6-



ｉ

ｍ

SKH土層

①暢灰色(101R411)

②仄黄褐色(ЮⅥ胡功

③にぶい黄橙色 (101R614)

①黒色(1鋭wl)

⑤にぶい黄橙也(0鞘Ⅶ3)

③明黄褐色(10YR661

0赤協色(25Ч卸

③県色tllYR17/1)

EIは被熱部分

‐ は炭化握

粘性あり。しまりややあり。明責褐色土粒子わずかに含む。

粘性あり。しまりややあり。

粘性あり。しまりあり。炭化粒子わずかに含む。

粘性ややあり。しまりややあり。炭化物多く含tF。

IL14あ り。しまりややあり。炭化物わず力Чこ含む。

粘性あり。しまりなし。厠ヒ物の多い黒色土ブロック状に含む。

納生ややあり。しまりあり。

■llややあり。しまりなし。
第 5図 SKl遺 構図 (1:40)

SXH朗
⑥黒色(1硯里班)    hllややあり。しまりややあり。厠ヒ粒子、赤褐色土粒子多い。

①県褐色(10N11)   粘性ややあり。しまりあり。炭化北子、赤褐色土粒子多く合む。

②暢色(1側Rれり     粘性ややあり。しまりあり。炭化粒子わずかに含む。
③暗褐色(Ю邪93)   粘性あり。しまりあり。炭化地子、赤掲色土粒子含む。

⑥にぶい誨橙色(101R68)粘性ややあり。しまりややあり。炭イじ物わずかに合む。

①黒掲色(1側 R船)   粘性なし。しまりあり。炭化物、赤褐色土粒子多く合む。

⑤にぶい黄橙色(10YR6161 粘性あり。しまりややあり。炭化物多く含む。

③明黄褐色(1側 R狛)  粘性あり。しまりあり。木炭、炉壁の一部含t・。

②褐灰色(10YR4yn    粘性ややあり。しまりややあり。厠StT、 赤褐色■IvTわずかに合む。

Oにぶい黄澄色(10YR5B)粘 性あり。しまりややあり。

③にぶい黄橙色(lωR6け 粘性あり。しまりややあり。災イリ位子、赤褐色土地子わずかに含む。

③県褐色(10Nll)   粘性なし。しまりややあり。炭化粒子、赤褐色■WTわずかに合む。

③灰責掲色(10YR62)  粘性あり。しまりややあり。炭化粒子わずかに合む。

⑬鴨灰色(10YRtVl)   粘性あり。しまりややあり。炭化肋、赤褐色土ブロック状に合む。

O明黄褐色(10YR616)  粘性なし。しまりあり。

⑫にぶい黄橙色(1帆R印)粘性ややあり。しまりややあり。炭化粒子、明褐色土粒子わずかに合む。

③にぶい誨橙色(10ⅥЮ3)粘性あり。しまりややあり。明費掲色土粒子わず力1こ含む。

0                   2m

第 6図 SXl遺構図 (1:50)
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Ⅳ 遺物

本遺跡からは土師器、須恵器、鉄津、炉壁、羽日、鋳型などが出土 してお り、その大半はSXlか ら検出されたも

のである。その多 くは鋳型など製鉄関連の遺物であり、土器類はわずかに小片のみがみられる。

1上師器・須恵器 (第 7図  図版 1～ 5)1・ 2は内面黒色処理を施された土師器坑で口径は 13.0～ 16 9cm。 い

ずれも体部はわずかに内湾しつつ立ち上がる。調整は内面ミガキ、外面ロクロナデである。 3・ 4は甕の口縁から胴部で

3は口径 1lcm、 体部がやや内湾しつつ九みを持つて立ち上がる。調整は不明瞭ながら内外面ともナデが確認され、口縁

内面端部には煤が付着する。 4は口径 14cm、 体部が直線的に立ち上がり頸部で大きく外傾する。調整は内クト面ともロク

ロナデが施され口縁内面端部には煤が付着する。 5は須恵器、長胴甕の胴部破片でやや焼成が甘いため器面は灰黄褐色

(lllYK5/2)を 呈する。調整は外面上部にカキメ、下部にタタキ、内面上部にカキメ、下部は磨耗が著しく不明である。

2羽口 (第 7図  図版 6・ 7)6・ 7はいずれも羽日の小片である。6の寸法は8.4× 7.Ocmで 推定される日径は約 18

cm、 羽日としてはやや大型である。外面全体に付着物がみられ中央が浅黄橙 (7._5YR8/6)、 縁辺は黒色 (10YR2/1)を呈する。

内面は灰黄色 (2.5YR7/2)を呈し、部分的に溶解した砂鉄が付着する。7は 8.4× 5,8cmで 、推定される日径は約 10.5cm

である。外面は緻密で浅黄橙色 (lCIYR8/4)を 呈し、内面は灰黄色 (2.5Y7/2)で 一部に溶解した砂鉄が付着する。

3炉壁 (第 7図  図版 8～ 11)8～ 111よ 竪型製鉄炉の炉壁の一部とみられ、寸法は小さいもので5.0× 8.5cm、 大き

いもので 11,0× 12.5cmである。 8,9。 111よ被熟によリガラス質が溶解し内面は黒褐色 (1帆宝″)を呈している。 10に

は被熱痕はみられない。9は 日径の復元が可能で推定口径は26cmである。 111こ は表裏に輪積痕と指頭圧痕がみられる。

4鉄滓 (第 7図  図版 12)12は製錬滓である。縦 8.6×横 9.0×厚さ4 5cm、 重さ198gで吸磁力は無い。表

面はやや粗 く木炭の噛み込み痕がみられ、部分的に赤褐色を呈している。裏面は数個の気泡が認められるが緻密である。

5鋳型 (第 8図 図版 13～ 32)鋳型は獣脚と容器に分類 し、その他のものを (3)に まとめた。

(1)獣脚 (第 8図 13～ 22・ 25)13～ 21は獣脚の外型である。 13は獣面つきの短脚で残存長約 8cm。 14は残存

長約 8cmで指と八が表現され、 19はわずかに爪先のみ残存する。 15～ 18・ 20。 21は わずかに凹線が認められるも

のの器面の磨耗が著しく形態は不明である。 22は鋳型の一部で型内に黒褐色の内容物が充填された状態と考えられる。

製錬に失敗 して破棄されたものとみられる。 25は鋳型の蓋でタト面には数条の凹線がみられ、内面は一部黒褐色を呈する。

(2)容器 (第 8図 28～ 32)28～ 32は鍋の外型とみられる。 28は口縁が直立 し内面に数本の凹線を持つ容器で口

径約 33cmと やや大型であり、国縁端部に付着物がある。 29,30は内面口縁部に浅い段または凹線がつく容器である。

内面は滑らかに調整されており、口縁はゆるく丸みをもって立ち上がる。 31・ 32は羽釜の鋳型とみられ、いずれも

内面に複数の段差を持つ。口径は約 28～ 30cmで 32は端部が大きく開く。

(3)その他 (第 8図 23・ 24・ 26・ 27)23・ 24は梵鐘の竜頭部分の鋳型とみられる。いずれも内面に浮文が施されて

いて23は湯日付近の小片とみられる。 26は約 4× 5cmの小片で、表面に直径 0,7～ 0.8cm、 深さ0.2～ 0 3cmの

小穴が 2つ確認できる。何らかの鋳造に用いたと思われるが用途は不明である。 27は約4× 4.5cmの小片で内面にわ

ずかな段差があり、鍋の鋳型の一部とみられる。
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第 7図 遺物実測図 (土師器・羽回・炉壁 。鉄滓 )
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図版]試 掘調査

呵次試掘調査地近景 (西北から) 1-1トレンチ (北西から)

焼壁土坑 (1-2ト レンチ) 2次試掘調査地 (北から)

■ .―

工事立会後の精査 (西から)

Ⅷ
∞

うIIIIli■■■要

‰ 0け
駕 鱒

1次試掘調査 谷部出土遺物 (須恵器。土師器・鉄津 )

―■ ―

刊次試掘調査 丘陵緩斜面出土遺物 (炉壁・鋳型 )



図版2 調査区遠景

調査区南東端部よ
'月

ヒ西方向

調査区中央より北西方向
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Sl掘削状況 (南西から)

図版3 遺構写真

Sl窯体土層 (南西から)

SloSK2完掘状況 (南西から) Sl焚 口より窯体内 (南西から)

SKl完掘状況 (北から) SKl土層断面図 (北西から)

SXl(】ヒ西から) SXl(帯剪煮から)

-13-
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